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平
成
十
八
年
度
決
算
を
認
定

平
成
十
八
年
度
の
決
算
が
九
月
二
十
八
日

の
本
会
議
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

「
平
成
十
八
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」
と
「
平
成
十
八
年
度
武
蔵
野
市

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
の

二
議
案
は
、
十
八
日
に
設
置
さ
れ
た
決
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
五
日
間
の
審
査
を

行
い
、
二
十
五
日
の
委
員
会
最
終
日
で
は
質

疑
・
討
論
終
了
後
、
全
会
一
致
で
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
（
二
・
三
面
に
決
算

特
別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

二
十
八
日
の
本
会
議
で
は
、
両
議
案
に

つ
い
て
、
桑
津
昇
太
郎
決
算
特
別
委
員
長
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九
月
三
日
か
ら
開
か
れ
た
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
二
十
八
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
十
八
年
度
の
決
算
の
認
定
や
西
島
和
彦
氏
（
物
理
学
者
）
及
び
篠
原
三

代

氏
（
経
済
学
者
）
を
名
誉
市
民
に
推
挙
す
る
議
案
の
同
意
な
ど
、
十
五
件
の
市
長
提
出
議

案
が
議
決
さ
れ
た
ほ
か
、
都
市
農
地
保
全
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
計
七
件
の
議
員
提
出
議
案

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
十
五
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
う
な
ど
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
　
市
議
会
定
例
会

が
委
員
会
で
の
審
査
経
過
の
報
告
を
行
い
、

質
疑
終
了
後
、
各
会
派
の
代
表
と
会
派
に

属
さ
な
い
議
員
一
名
の
計
七
名
が
、
い
ず

れ
も
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
終

了
後
の
採
決
の
結
果
、
両
議
案
は
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

武
蔵
境
駅
舎
連
続
施

設（
南
側
）新
築
工
事

請
負
契
約
を
可
決

九
月
十
八
日
の
本
会
議
で
「
武
蔵
境
駅
舎

連
続
施
設
（
南
側
）
新
築
工
事
請
負
契
約
」

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
施
設
は
、
第
四
期
基
本
構
想
・
長
期
計

画
の
中
で
、「
鉄
道
連
続
立
体
交
差
事
業
の
完

成
に
合
わ
せ
て
、
武
蔵
境
駅
舎
・
広
場
・
街
づ

く
り
協
議
会
に
よ
る
市
民
活
動
の
成
果
を
反

映
し
た
駅
舎
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
に
武
蔵
境
駅
舎
・
広
場
・
街
づ

く
り
協
議
会
が
地
域
住
民
や
地
元
企
業
を
中

心
に
設
置
さ
れ
、
市
で
は
そ
の
活
動
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
武
蔵
境
駅
舎
周
辺
環
境
整

備
基
本
計
画
を
策
定
し
、
十
五
、
十
六
年
に

基
本
設
計
、
十
七
年
に
実
施
設
計
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

本
施
設
は
、
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト
、
シ
ェ
ル
タ
ー

（
回
廊
）、
キ
ャ
ノ
ピ
ー（
ひ
さ
し
）で
構
成
さ
れ
、

シ
ェ
ル
タ
ー
に
は
屋
根
の
緑
化
、
シ
ン
ボ
ル

ゲ
ー
ト
に
は
壁
面
緑
化
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
工
事
の
契
約
金
額
は
、
一
億
九
千
八
百

四
十
五
万
円
、
完
成
時
期
は
、
西
武
鉄
道
多

摩
川
線
新
駅
舎
及
び
西
武
鉄
道
の
店
舗
オ
ー

プ
ン
に
合
わ
せ
、
平
成
二
十
年
六
月
末
の
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
案
は
九
月
十
三
日
の
鉄
道
対
策
・
農
水

省
跡
地
利
用
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、

十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
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「幻の池」（大雨の後）
撮影：熊木　富士子

（武蔵野市）

場所：井の頭恩賜公園
（2007.7.30）

市議会だよりは、市民のみなさんからの公

募写真を1面に掲載しています。次回の応募

要領については、6面をごらんください。

大雨の翌日、井の頭公園にウォーキングに行きま
した。その翌日、もう一度行ったら、水はすっかり
引いていました。多分その水は、下の湧き水になっ
て、神田川に流れていくのではないでしょうか。
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平成19年3月31日現在 
人口　134,123人     
世帯　69,543世帯    

その他 
8億8383万円（1.6％） 

民生費 
158億8211万円
（28.3%） 

総務費 
118億3084万円
（21.1%） 

教育費 
81億2262万円
（14.5%） 

公債費 
28億8100万円 
（5.1%） 

土木費 
86億4478万円
（15.4%） 

諸支出金 
3億4459万円（0.6%） 
消防費 
21億850万円（3.8%） 
衛生費 
54億5928万円（9.7%） 

歳　出 
561億5756万円（100％） 
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問

平
成
十
八
年
度
予
算
は
、
邑
上

市
長
が
初
め
て
編
成
し
た
予
算
だ
っ

た
が
、
成
果
を
伺
う
。

答

行
政
と
し
て
の
計
画
づ
く
り
の

中
に
市
民
が
参
加
で
き
る
仕
組
み
を

位
置
づ
け
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
と

考
え
て
い
る
。

問

災
害
対
策
に
つ
い
て
、
近
年
の

気
候
の
変
化
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て

市
の
考
え
を
伺
う
。

答

下
水
道
は
時
間
当
た
り
の
降
雨

量
が
五
十
ミ
リ
ま
で
し
か
対
応
で
き

な
い
が
、
そ
れ
に
頼
ら
な
い
雨
水
浸

透
施
設
の
全
市
的
な
展
開
な
ど
、ハ
ー

ド
面
の
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

職
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職

員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

五
カ
年
で
百
名
削
減
す
る
計
画

で
あ
り
、
ス
リ
ム
化
は
行
政
が
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問

職
員
の
組
合
事
務
所
に
か
か
る

事
務
所
費
を
徴
収
し
て
い
な
い
こ
と

は
妥
当
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答

組
合
に
事
務
所
を
無
償
で
提
供

す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
の
取

り
扱
い
だ
が
、
組
合
と
は
貸
し
借
り

の
関
係
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
労

問

税
金
、
水
道
料
金
な
ど
の
収
納

率
を
上
げ
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
払
い
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答

手
数
料
が
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
か

る
た
め
、
固
定
資
産
税
な
ど
特
に
税

額
の
高
い
も
の
に
関
し
て
は
、
手
数

料
負
担
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
と
考

え
る
。
水
道
料
金
に
関
し
て
は
、
検

討
を
続
け
た
い
。

問

法
人
市
民
税
で
、
企
業
か
ら
の

臨
時
税
収
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
事
前
に
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

答

臨
時
税
収
が
あ
っ
た
企
業
は
持

ち
株
会
社
で
、
今
回
は
保
有
株
式
の

売
却
に
よ
る
特
別
利
益
で
あ
り
、
市

と
し
て
事
前
に
情
報
を
得
る
こ
と
は

難
し
い
。

問

基
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
指
定

銀
行
に
対
し
て
積
極
的
に
利
率
の
交

渉
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

窓
口
収
納
手
数
料
等
を
引
き
続

き
無
料
と
す
る
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

利
率
の
交
渉
は
難
し
い
が
、
今
後
粘

り
強
く
交
渉
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

今
後
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

積
極
的
に
参
加
す
る
市
民
だ
け

で
は
な
く
、
若
い
世
代
や
会
社
員
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
が
意
見
を
言

え
る
場
を
作
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

問

市
の
職
員
関
係
者
の
葬
儀
に
、

交
際
費
か
ら
香
典
の
支
出
を
し
な
い

の
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答

支
出
基
準
に
基
づ
い
て
行
っ
て

い
る
。
私
費
で
香
典
を
出
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問

管
理
職
は
大
変
だ
か
ら
な
り
た

く
な
い
、
と
い
う
傾
向
が
若
い
職
員

の
中
に
あ
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

管
理
職
の
待
遇
を
責
任
に
見
合
っ

た
も
の
に
変
え
る
こ
と
を
大
い
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
自

治
基
本
条
例
に
関
す
る
要
望
が
全
く

な
い
よ
う
だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答

市
民
の
認
知
度
は
ま
だ
低
い
。

今
後
、
自
治
基
本
条
例
の
検
討
内
容

に
つ
い
て
伝
え
て
い
き
た
い
。

問

ブ
ル
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
増
員
と
ホ

ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル
の
増
車
に
よ
り
具

体
的
な
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

答

平
成
十
四
年
と
比
較
し
て
全
刑

法
犯
で
千
二
百
件
減
少
し
、
特
に
侵

問

駅
周
辺
に
、
落
書
き
、
シ
ー
ル
、

問

平
成
十
八
年
度
よ
り
実
施
し
た
、

障
害
者
就
労
支
援
の
成
果
を
伺
う
。

答

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
る
」
を
十
月
か
ら
開
設
し
、
年

度
末
ま
で
に
、
電
話
相
談
等
、
約
千

件
、
登
録
者
数
約
六
十
名
、
一
般
就

労
者
数
十
四
名
の
実
績
が
あ
っ
た
。

問

福
祉
型
民
間
ア
パ
ー
ト
に
つ
い

て
、
応
募
状
況
、
緊
急
を
要
す
る
入

居
希
望
者
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答

例
年
、
五
、
六
戸
の
空
き
に
対

し
、
七
十
名
か
ら
八
十
名
の
応
募
が

あ
る
。
入
居
者
選
考
の
際
は
、
応
募

者
全
員
の
住
居
状
況
を
調
査
し
、
困

窮
度
の
高
い
方
よ
り
入
居
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

問

学
童
保
育
の
土
曜
日
閉
所
の
理

由
と
、
入
所
を
市
立
小
学
校
児
童
に

限
っ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

答

土
曜
日
は
、
全
児
童
対
策
と
し

て
実
施
し
て
い
る
「
あ
そ
べ
え
」
で

対
応
す
る
。
ま
た
、
学
童
保
育
は
、

市
立
小
学
校
と
随
時
連
携
を
と
っ
て

運
営
し
て
い
る
た
め
、
私
立
小
学
校

児
童
の
受
け
入
れ
は
難
し
い
。

問

市
民
の
自
主
防
災
を
今
後
ど
の

よ
う
に
確
立
し
て
い
く
の
か
。

答

自
主
防
災
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、

初
期
消
火
訓
練
等
を
実
施
し
、
指
導

者
の
育
成
に
努
め
た
い
。

問

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
の
危
険
箇

所
の
点
検
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答

現
在
防
災
推
進
員
を
中
心
に
点

検
を
行
い
、
市
と
防
災
協
会
に
情
報

提
供
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

路
上
の
ガ
ム
が
目
に
付
く
。
落
書
き

防
止
条
例
等
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答

「
落
書
き
消
し
ち
ゃ
い
隊
」
を

組
織
し
、
消
す
作
業
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
条
例
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
を

美
し
く
す
る
た
め
の
景
観
的
な
制
度

の
構
築
を
優
先
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

問

ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
、
民

間
委
託
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答

平
成
十
八
年
度
は
四
十
五
名
で

あ
っ
た
技
能
労
務
者
数
を
二
十
一
年

度
に
は
二
十
五
名
と
し
、
一
般
収
集

に
つ
い
て
は
、
全
面
委
託
化
す
る
予

定
で
あ
る
。

問

エ
コ
セ
メ
ン
ト
は
市
内
の
ど
こ

で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

吉
祥
寺
の
中
道
通
り
の
ブ
ロ
ッ
ク

舗
装
に
使
用
さ
れ
た
。

問

ご
み
の
分
別
方
法
を
理
解
し
て

い
な
い
方
も
多
い
。
ご
み
便
利
帳
を

再
配
布
す
る
な
ど
、
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

転
入
者
に
は
、
転
入
手
続
き
の

際
に
ご
み
便
利
帳
を
配
布
し
て
い
る
。

転
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
、
昼

間
に
本
市
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
等

へ
の
啓
発
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問

本
市
独
自
の
健
康
診
査
の
高
い

水
準
は
、
医
療
制
度
改
革
後
も
維
持

さ
れ
る
の
か
。

答

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
と
、

市
の
独
自
健
診
を
行
う
な
ど
、
従
来

の
水
準
を
で
き
る
だ
け
維
持
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
　
務
　
費

民
　
生
　
費

衛
　
生
　
費

歳
　
　
入

決算額内訳

決算特別委員会は9月18日、委員10名からなる決算特別委員会を設置し、正副委
員長を選出、25日までの5日間審査を行いました。一般会計及び4特別会計の歳入
決算総額、888億5,092万円、同歳出決算総額、856億8,526万円で31億6,566万円
が翌年度へ繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収入及び支出（消費税
等控除後）は、収入34億952万円、支出32億1,577万円で、差し引き1億9,375万円
の純利益となりました。
以下は各委員から、昨年度の予算執行について議論が行われた決算特別委員

会の審査概要です。

税
、
水
道
料
金
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
支
払
い
導
入
を

障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
「
あ
い

る
」
の
実
績
は

今
後
の
市
民
参
加

を
ど
う
考
え
る
か

落
書
き
防
止
条
例
等

へ
の
取
り
組
み
状
況

は

市
民
の
自
主
防
災

の
確
立
を

邑
上
市
長
が
編
成
し
た

最
初
の
予
算
、
成
果
を
伺
う

使
交
渉
を
適
切
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

平
成
十
八
年
度
予
算
で
は
キ
ャ
ッ

プ
制
の
ほ
か
に
、
枠
配
分
方
式
が
採
用

さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
を
伺
う
。

答

都
市
整
備
部
で
採
用
し
、
用
地

買
収
対
策
専
門
委
員
の
廃
止
な
ど
事

業
の
見
直
し
や
、
部
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
の
向
上
が
図
れ
た
こ
と
だ
。

入
窃
盗
犯
で
二
百
十
八
件
減
少
し
て

い
る
。

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
補
助
金
で
、

家
賃
補
助
を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
。

答

事
業
に
対
す
る
補
助
の
み
で
、

家
賃
補
助
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
検
討
す
る
。

問

市
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
就
労

支
援
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
内
中
小
企
業
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
就
労
と
商
業
振
興
を
結
び
つ

け
た
取
り
組
み
を
研
究
し
た
い
。

問

路
線
商
業
活
性
化
懇
談
会
の
提

言
を
受
け
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か
。

答

富
士
見
通
り
商
店
会
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
タ
ジ
オ
事
業
は
商
店
会
組

織
の
活
性
化
、
強
化
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
る
。
ま
た
、
個
店
の
魅
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
ム
ー
シ
ョ
ッ
プ

認
定
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

問

吉
祥
寺
の
駐
輪
場
設
置
に
つ
い

て
、
地
下
利
用
を
含
め
た
見
通
し
は
。

答

地
上
の
設
置
だ
け
で
は
限
界
が

あ
る
。
今
後
地
下
利
用
に
つ
い
て
先

延
ば
し
し
な
い
で
検
討
し
た
い
。

問

吉
祥
寺
北
町
一
丁
目
に
整
備
し

た
透
水
性
道
路
の
評
価
と
、
今
後
の

実
施
予
定
を
伺
う
。

答

強
度
や
透
水
性
機
能
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
等
の
問
題
が
あ
る
。
二
十
年

度
ま
で
試
験
施
工
し
、
二
十
一
年
度

に
評
価
を
行
い
、
全
市
的
に
実
施
で

き
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

問

吉
祥
寺
共
同
荷
さ
ば
き
場
設
置

検
討
の
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

答

今
後
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進

め
、
来
年
初
め
に
地
元
、
関
係
行
政

機
関
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
で
構
成
す

る
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ

る
。

消
　
防
　
費

総
括
質
疑

土
　
木
　
費

吉
祥
寺
の
地
下
利

用
の
見
通
し
は

積
極
的
な

就
労
支
援
を

労
働
・
商
工
費



9月28日の本会議で決算に対する各会派の賛成の討論が行われました。以下はその要旨です。
このほかに、会派に属さない砂川議員の●1 ●2に賛成する討論もありました。なお、各会派の構成は6面に掲載しております。
決算特別委員会の詳しい内容を、以下の会議録またはインターネット議会中継のホームページでご覧いただます。
会議録　http://asp.db-search.com/musashino-c/
インターネット議会中継　http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/
また、各市立図書館、コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナーにおいても11月下旬以降会議録を閲覧することができます。

●1 平成１８年度武蔵野市決算の認定について　　●2 平成１８年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について

地方譲与税 
7億2299万円（1.2%） 
その他 
14億4411万円（2.4%） 

諸収入 
7億56万円（1.2%） 
使用料及び手数料 
15億6263万円（2.6%） 
繰越金 
28億7745万円（4.9%） 
地方消費税交付金 
18億2540万円（3.1%） 
地方特例交付金 
14億6515万円（2.5%） 
都支出金 
33億5478万円（5.7%） 
繰入金 
16億5410万円（2.8%） 

市　税　 
381億7104万円（64.7 %） 

国庫支出金　 
42億1638万円 
（7.1 %） 

市債 
9億7960万円（1.7%） 

歳　入 
589億7417万円（100％） 

3  平成19年（2007年）11月1日発行　

問

一
般
会
計
か
ら
の
赤
字
繰
入
金

が
約
八
億
三
千
七
百
万
円
で
あ
る
が
、

赤
字
補
て
ん
分
と
し
て
、
ど
の
程
度

が
限
界
と
考
え
て
い
る
か
。

答

本
市
の
保
険
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、
お
お
よ
そ
十
億
円
程
度
と
考

え
て
い
る
。

問

格
差
が
広
が
り
、
低
所
得
者
の

負
担
が
強
ま
る
中
、
保
険
料
を
払
え

な
い
市
民
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
滞
納
者
へ
の
対
応
は
。

答

現
在
、
滞
納
世
帯
は
一
割
近
く
あ

り
、
窓
口
で
の
分
納
相
談
で
対
応
し
て

い
る
。

問

水
道
技
術
を
継
承
す
る
た
め
、

人
材
育
成
が
急
務
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答

一
定
の
技
術
職
員
を
採
用
し
、

現
在
の
水
道
技
術
を
継
承
で
き
る
人

材
の
育
成
に
努
め
た
い
。
ま
た
企
業

会
計
で
あ
る
た
め
、
技
術
職
だ
け
で

な
く
、
事
務
に
関
し
て
も
人
材
育
成

が
必
要
で
あ
る
。

〈
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法

令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、

決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り

は
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務

処
理
は
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執

行
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
の
金
額
は
、
基

金
出
納
簿
及
び
証
書
類
と
符
合
し
、

計
数
は
正
確
な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

今
後
の
市
政
運
営
を
展
望
し
た
と

き
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
福

祉
の
充
実
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

の
整
備
、
持
続
可
能
な
環
境
共
生
都

市
づ
く
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
、
社
会
資
本
の
整
備
・
更
新

等
多
く
の
財
源
を
必
要
と
す
る
課
題

が
あ
る
。
市
民
の
要
請
に
こ
た
え
、

透
明
、
公
平
な
行
政
運
営
に
一
層
取

り
組
み
、
事
務
の
効
率
化
、
組
織
の

簡
素
化
な
ど
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
財
源
の
確

保
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地

方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
あ
り
、
関
係
諸
帳
簿
と
合
致

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の
経

営
成
績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示

し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
委
員
　
内
田
　
博
／
与
座

武

平成18年度一般会計歳入歳出

水
道
事
業
会
計

監
査
意
見
書

技
術
継
承
の
た
め
の

人
材
育
成
を
問
う

審査した特別委員
平成18年度決算審査に当たった
特別委員の氏名は、次のとおり。
◎桑津昇太郎　○深田貴美子

きくち太郎　　梶　　雅子

島崎　義司　　小野　正二

田中　節男　　寺山光一郎

山本あつし　　深沢　達也

◎印委員長　○印副委員長
桑津昇太郎 決算特別委員長

着実な市政執行を評価
し、今後の課題解決に
期待する

深沢達也議員

賛成

平成18年度一般会計は
2カ月間の暫定予算期があ
ったが、大きな支障もなく、
執行率は96.3％で、着実に
執行された。４特別会計と
あわせた執行率も96.8％
で、水道事業会計は、深井
戸の増設など、経営努力が
認められる。今後、保健、
医療、福祉分野で国の制度
改編に伴い、自治体として
とるべき行動など、将来に
向けた課題は山積するが、
時代のニーズに果敢に対応
し、市民福祉のさらなる向
上に取り組まれることを期
待し、認定に賛成する。

民主党・無所属クラブ

平和への取り組み等を
評価する

梶　雅子議員

賛成

邑上市政の平和への取り
組み、中学校給食検討委員
会を設置したこと、長期計
画調整計画策定に、公募市
民委員による市民会議を新
設したこと、集中豪雨対策
のための雨水貯留浸透施設
の設置、保育園へのクー
ラー設置等を評価する。そ
の一方、介護保険利用料
7％助成制度の終了や、国
民健康保険税の値上げの激
変緩和措置を３年限定とし
たことについては、税負担
が増え、経済状態が厳しい
高齢者の暮らしを守るた
め、見直しを求める。

日本共産党武蔵野市議団

庁内の活性化を評価し、
今後の情報公開の改善
等に期待する

山本あつし

賛成

法政跡地、三鷹駅北口ツ
インタワー問題に関して
は、今後、意思形成過程な
ども記録し、情報公開する
ことを改めて要請する。雇
用や就労問題に関する、こ
れまで以上の積極的な取り
組み、介護保険の７％助成
にかわる新たな展開に期待
する。また、環境問題に対
する市長の意欲の具体化に
期待するが、エコセメント
の市内での使用について
は、事前に説明すべきでは
なかったか。全般的には、
市長交代後の職員の意欲、
積極的な姿勢などを高く評
価する。

市民の党

徹底した行財政改革・
組織改革を進め
財源確保を

寺山光一郎議員

賛成

平成18年度は邑上市長が
編成した初めての予算で、
防災安全センター西棟増築
工事、浸水対策事業、地域
包括支援センターの設置等、
各種事業が第四期長期計画、
市長の施政方針等に基づき
実施されたことは評価する。
一方、市民会議、暫定予算
の空白期間、中学校給食、
市長・市役所交際費など理
解できない点があったこと
も指摘しておく。今後、上
下水道施設の再整備等財源
が必要で、徹底した行財政
改革・組織改革を進め、財
源確保に努めるよう要望す
る。

社会資本整備のため、
さらなる財源充実確保
を求める

小野正二議員

賛成

地域での暮らしを支える
福祉の充実、中学校給食実
施に向けた検討委員会の設
置、 子育てしやすい環境
の整備、市民に安くておい
しい水を供給し続けている
水道事業を評価する。その
一方、安全安心のまちづく
りの社会資本整備など、今
後多くの財源を必要とする
課題がある。平成19年度以
降は個人市民税など減収が
見込まれており、適正な組
織の簡素化など、行政改革
を進め、さらなる財源の充
実確保に努めることを要望
する。

市議会市民クラブ市議会公明党

市長の政治姿勢に問題は
あるが、市政が滞りなく執
行されたことを評価する

きくち太郎議員

賛成

平成18年度は市長の強引
な手法による新公共施設縮
小案等で、当初予算が否決
された後、議会意思を反映
した本予算が成立した。浸
水対策事業等の多くの施策
は評価できるが、自治基本
条例先にありきは大多数の
市民の声ではない。また、
必要な土地は取得すべきで
あるが、前年度と比べ一転、
土地開発公社含め5倍の約
50億円の購入であり一貫性
がなく「大事なことは市民
と決める」約束と一致しな
い。議会と協力し計画的な
市政運営を要望する。

自由民主クラブ

1 2 1 2 1 2 1 2 1 2 1 2

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
の
限
度
は

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

問

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
は
、
開
始

か
ら
十
年
以
上
経
過
し
た
が
、
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

答

受
入
れ
施
設
側
の
高
齢
化
等
の

課
題
も
あ
り
、
現
在
、
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
ク
ー
ル
と
の
関
連
、
体
験
活
動
の

あ
り
方
、
実
施
場
所
、
時
期
、
日
数

等
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問

い
じ
め
等
に
発
展
す
る
恐
れ
の

あ
る
、
裏
サ
イ
ト
対
策
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
か
。

答

生
活
指
導
主
任
会
で
の
情
報
交

換
、
書
き
込
み
の
チ
ェ
ッ
ク
、
保
護

者
へ
の
啓
発
等
を
行
っ
て
い
る
。

問

学
力
調
査
に
つ
い
て
、
教
育
長

の
見
解
を
伺
う
。

答

子
ど
も
た
ち
が
つ
ま
ず
い
た
点

を
把
握
し
、
指
導
の
改
善
を
図
る
べ

き
事
項
、
本
市
の
学
校
教
育
の
課
題

を
明
確
に
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ

と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
学
校
の
順

位
づ
け
や
学
校
の
予
算
配
当
に
利
用

す
る
考
え
は
な
い
。

問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
を
策

定
す
る
目
的
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
伺
う
。

答

だ
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

健
康
で
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
ら
れ
る
社

会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
成
十
九
年
度
に
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
意
識
調
査
を
行
っ
た
上

で
策
定
作
業
を
進
め
た
い
。

開
始
か
ら
十
年
以

上
経
過
し
た

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
の
課
題
は

教
　
育
　
費

決算特別委員会の審査風景



第3回定例会では9月3日と4日に、15名の議員から一般質問が行

われました。この中から主な質問と回答を要約して掲載します。

詳しくは、11月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、

各コミュニティセンター、市役所の市政資料コーナー）、または武蔵

野市議会ホームページの会議録検索（第3回定例会分は11月26日登

録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。
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安全で住みやすい
まちづくりの推進を

深沢達也議員
問 歩行者・自転車が安全に利用できる道
づくりの一環として、自転車専用レーンを
増設する考えはないか。
答 幅員の狭い道路に専用レーンを設置す
るのは困難だが、広い道路であれば、自転
車レーン的なものの設置も可能と考える。
問 景観条例の制定について、市の考えは。
答 本市の景観のあるべき姿を景観計画等で
定め、それを運用する仕組みとして条例の制
定を考えている。できれば来年度に委員会等
を設置し、景観条例等の制定に向けて前向き
に取り組みたい。
このほか、「環境カフェ」の設置、暴走自
転車対策等についての質問がありました。

おいしい水の提供には、
水道技術の継承と人材
の育成が必要

落合勝利議員
問 市民においしい水を安定して提供するため
に、①都の進める一元化を踏まえ今後の事業展
開について②給配水管の耐震化について③水
道事業を支える技術の継承について見解を伺う。
答 ①現時点では一元化については検討し
ていないが、水源確保を最優先したい②管
路の耐震化率は27.8パーセントであるが、水
道部管路整備計画を現在策定中であり、そ
の計画を踏まえ実施していきたい③東京都、
未統合の他市とも連携を進め、人材育成に
ついて研究を進めていきたい。
このほか、ビオトープ、高齢者の健康増

進対策についての質問がありました。

本市の福祉サービスから漏れ
る市民を支える仕組みづくりを

小野正二議員
問 生活支援ヘルパー派遣を利用している
高齢者から、利用時間を超える時間が自己
負担であっても、さまざまなサービスを受
けたいとの要望が多いが、市の見解を伺う。
答 在宅介護支援センターが窓口であるこ
とを丁寧に周知していくほか、市でも相談
を受け付けている。
問 本市の福祉施策による公助にも限界があ
り、一人世帯の高齢者等が安心して生活でき
る、支え合いの仕組みづくりが求められてい
ると考えるが、市長の考えを伺う。
答 市独自の福祉施策等の公助や地域社協
のネットワークづくり等の共助による複合
的な支え合いの仕組みをつくっていきたい。

新たな市民協働事業へ
具体的支援策を求める

砂川なおみ議員　
問 市民協働事業の公募を具体的に進める
べきと考えるがいかがか。また、市だけでな
く市が委託する指定管理者との市民協働の
マニュアル整備が早急に必要ではないか。
答 公募等について、委員会の立ち上げ等、
早急に検討したい。指定管理者には協働に
関する市の考え方を示していきたい。
問 既存の施設、都市観光と環境、地域振
興、都市農業保全などをアートの視点で結
びつける文化戦略を企画してはいかがか。
答 本市の観光資源を再認識・再発見し、つ
なげていく取り組みは、市の魅力をアップす
るために大変重要と考えている。今後の観光
推進計画運用の中で議論したい。

すべての子どもが支えられる
子育て支援施策の充実を

深田貴美子議員
問 病後児保育施設の増設について伺う。
答 現在は西久保に1カ所あり、昨年度に
比べ利用者が増加傾向にある。市内全域か
らは利用しづらいので、適切な場所や希望
があれば、前向きに増設を検討したい。
問 子育て支援推進のため、児童福祉を地
域福祉総合計画の中に位置づけるべきでは。
答 子育てプラン武蔵野の中で、子育て、
教育、福祉、保健衛生、まちづくり等、総
合的な計画を策定しているが、児童福祉の
整理の仕方については、今後検討したい。
このほか、障害児の地域での居場所、大

学生等による子どものサポーター事業等に
ついての質問がありました。

雇用対策として、
ハローワークの市設置を

山本あつし議員
問 障害者・高齢者・若者・生活保護受給
者など、就労困難層に対する雇用対策に、
市で取り組む体制づくりが必要ではないか。
答 国や都、既存のハローワークなどと連
携、協力しながら、市も前向きに就労支援
策を考えていきたい。
問 三鷹駅北口開発事業者との交渉過程、
法政跡地マンションのシミュレーション委託の
詳細など、仮に文書がないなら、後日文書を
作成してでも、情報公開すべきではないか。
答 今後は、打合せの記録等きちんと文書
で残し、公開の対象としていきたい。
そのほか、自転車対策、外環道路問題等

に対する質問がありました。

複合型スポーツ公園の
建設を

やすえ清治議員
問 市民の健康のため、スポーツ振興の充
実を進めて欲しいと願っており、議会でも
提言してきた。市役所西側の旧警察署跡地
の利用方法について、フットサルコート、
バスケットコート、ゲートボール場など複
合型スポーツ公園を設置すべきと考えてい
るが、有効活用について市の見解を伺う。
答 遊休地化していくのはもったいない。
これまでの背景も考えて、スポーツ施設の
設置も選択肢として、早急に活用方法を検
討したい。
このほか、就学学校の指定の変更要件の

拡大、学校校庭の芝生化についての質問が
ありました。

武蔵野市子ども協会の
早急な法人化を

川名ゆうじ議員
問 武蔵野市子ども協会は現在法人格を有
しない団体であるが、今後の事業展開や訴
訟への対応、各種補助金の対象資格等を考
えれば、早急に法人化すべきではないか。
答 当該団体は今後極めて広範な事業展開
が可能であると考えており、法人化につい
て前向きに検討を進めたい。
問 住宅の耐震補強工事等だけでなく、防
災ベッド等の安価で簡易な防災用品を備え
ることで人命を救う減災を優先する考えは。
答 防災用品等について、補助を研究する
ほか、情報提供を積極的に行いたい。
このほか、選挙開票事務作業の改善等に

ついての質問がありました。

●打ち水大作戦

平成19年8月13日～17日の間、「涼」を呼び起こすことを目的として

市役所本庁舎前で「武蔵野打ち水大作戦」が実施されました。

●吉祥寺美術館「味わいの芸術　和菓子」展

8月5日～9月9日まで、吉祥寺美術館において「味わいの芸術和菓子」

展が開催されました。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長を初めとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対する
方針等について質問したり、説明や報告を求めたりすることをいいます。



国民健康保険税の激変緩
和措置の延長を求める

梶　雅子議員
問 国民健康保険税について、①今年度か
ら3年間実施する激変緩和措置の延長を求め
る②市独自の負担軽減策を、一般会計から
繰り入れてでも実施すべきではないか。
答 ①現時点で激変緩和措置を延長する考
えはない②負担軽減策の実施は、一般会計
からの繰り入れが増大するため困難と考え
る。どのような支援が必要か検討したい。
問 来年4月より施行の後期高齢者医療制度
は、75歳以上の高齢者にとって、保険料の
負担や健診費用の一部自己負担など負担が
大きい。本制度を見直すよう働きかけを。
答 課題等について市長会等で発言し、少
しでもいい制度になるよう努めていきたい。

ユニバーサルデザインの
取り組み等について

斉藤シンイチ議員
問 市役所西棟は市民協働サロンとして一
部利用されているが、ユニバーサルデザイ
ン対応のトイレがない。市の見解を伺う。
答 市役所東南棟にあるだれでもトイレを利
用していただきたい。市役所東棟もしくは南
棟７階に、だれでもトイレを設置できないか
検討している。
問 高齢者人口が増加し、今後療養費など
の医療費が増加していく中、どのような方
針、対策を考えているか。
答 財源が必要な面もあるが、高齢者が健
康でいられるような健康づくり支援に今後
取り組んでいきたい。
このほか、三鷹駅北口ツインタワー建設、ま

ちづくりなどについて質問がありました。
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市長の市政運営の
基本方針を問う

桑津昇太郎議員
問 邑上市長の市政運営の基本方針につい
て、①経営の視点を重視して運営にあたるべ
きでは②市役所の組織のあり方をどう考え
るか③行財政改革はどこに重きを置くのか。
答 ①経営の視点は大変重要であり、今後
ますます重視していくべきと考える②制度
改正への対応や市民協働、市民へのわかり
やすさを重視する③第2次武蔵野市行財政改
革を推進するための基本方針を柱に、現場
の職員の声も聞きながら進めていきたい。
問 市営屋外プールや市立小・中学校のプ
ールを、オフシーズンの間スポーツ広場と
して使えるよう整備する考えはないか。
答 防災用の消防水利に指定されており、
水を抜けず、財政的にも非常に難しい。

空きビル・空き家の総
点検等について

田辺あき子議員
問 防犯対策として、空きビル・空き家の
総点検と管理指導の強化を求める。見解は。
答 想定７千戸の空き家等管理の現状把握
は困難だが優先と認識している。管理者へ
の適正管理指導の具体的方策を検討したい。
問 市内にはＦＭ－むさしの受信困難地域
があり、緊急時の情報伝達に格差がある。
防災行政ラジオ導入も含めた見解を伺う。
答 ＦＭアンテナの移設を行い、難聴地域
に対応する。防災行政ラジオは研究したい。
問 低学年児童が学校から直接あそべえに
通所できるよう、システム改善できないか。
答 あそべえの利用状況、要望等を再度整
理して対応策を検討したい。

三鷹駅北口の危険箇所
何らかの対策を

橋本しげき議員
問 三鷹駅北口は西側バス停前の歩道が狭
く、車道との段差があり大変危険であり、
何らかの対策が必要であるが見解を伺う。
答 駅前広場の未買収部分は、玉川上水と
連続した空間にもなる。今後も継続的に権
利者と交渉し、歩道の段差を解消したい。
問 今後、市職員の保育士の定年退職者が
一定数予定されているが、採用の予定は。
答 公立保育園改革評価検討委員会の報告
にある、公立保育園の運営形態の検討を行
う中で、今年度正規職員のあり方について
も検討していく。
このほか、平和問題についての質問があ

りました。

武蔵野市らしい
自治基本条例の制定を

内山さとこ議員
問 自治基本条例は市民自治を推進する実
働的な役割を果たすと考えるが、①条例制
定までのタイムスケジュールは②条例には
どのような事項が必要と考えるか。
答 ①平成21年度制定を目標に、丁寧に議
論していきたい②市民自治を第一に、市・
議会・市民の役割や、市民参加のルール・
方法等について盛り込むべきと考える。
問 持続可能なコミュニティづくりのため、
新たなコミュニティ構想が必要ではないか。
答 さまざまなニーズの高まりから、地域特
性を考慮したコミュニティの概念・範囲等の
見直しについて再構築が必要と考える。
このほか、タウンミーティング、市民と

市の協働についての質問がありました。

浸水対策等について
きくち太郎議員

問 浸水対策として、青葉公園、四小校庭
に雨水貯留浸透施設を設置したが、①吉祥
寺北町にどの程度効果があったのか②効果
について地域住民に説明したのか。
答 ①大雨の翌日までに、すべて浸透する
など十分効果は上がっている②具体的に地
域に説明していきたい。
問 調整計画市民会議の公募市民委員が、
討議要綱を見て、市民会議の提言内容が反
映されていないと言っている。市長は公募
市民に過度な期待をもたせたのではないか。
答 市民会議の提言が全部計画に反映され
るとは説明していない。まだ討議の段階な
ので、どの程度反映されるかは言えない。
このほか、2件の質問がありました。

●平成19年8月21日、保育園と幼児教育施設をあわせ持つ、三鷹市立ちどりこども園と、中高生世代への健全な居場所を提供し、そ

の力を地域に還元することを目的とした、調布市青少年ステーションCAPSを、文教委員及び委員外議員計14名が視察しました。

●武蔵野市総合防災訓練

平成19年9月2日、境南小学校にて、大地震に備えた総合防災訓練が

行われました。

安曇野市議会を表敬訪問

●7月28日、29日の2日間、正副議長を初め本市市議会議員

11名が、友好都市の長野県安曇野市議会を表敬訪問しま

した。本市と安曇野市は、今年2月5日正式に友好都市提携

書を取り交わして、最初の訪問となりました。また、28日は

「第28回あづみ野祭り」の開催日でもあり、本市議員は祭

りに参加し、安曇野市の皆さんとの交流も深めることがで

きました。

【友好都市安曇野市を表敬訪問】

【文教委員会で近隣市を視察】

ちどりこども園（三鷹市） 青少年ステーション CAPS（調布市）

盛り上がりを見せる「あづみ野踊り」
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議案等審議結果（議決）一覧 

第3回定例会

【市長提出議案（15件）】
● 武蔵野市名誉市民の選定の同意について ………………………………………………………同意（全会一致）
※市制施行60周年を記念して、名誉市民に物理学者の西島和彦氏を選定することの同意を求めるもの

● 武蔵野市名誉市民の選定の同意について ………………………………………………………同意（全会一致）
※市制施行60周年を記念して、名誉市民に経済学者の篠原三代�氏を選定することの同意を求めるもの

● 政治倫理の確立のための武蔵野市長の資産等の公開に関する条例の一部を改正する条例…可決（全会一致）

● 武蔵野市議会議員及び武蔵野市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 …可決（全会一致）

● 武蔵野市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（全会一致）

● 武蔵野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（賛成多数）

● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ………………………………………………………可決（全会一致）

● 損害賠償の額を定めることについて ……………………………………………………………可決（全会一致）

● 土地の買入れについて ……………………………………………………………………………可決（全会一致）

● 武蔵境駅舎連続施設（南側）新築工事請負契約 ………………………………………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市一般会計補正予算（第2回）……………………………………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第1回）……………………………可決（全会一致）

● 平成19年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回）…………………………………可決（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市決算の認定について ……………………………………………………認定（全会一致）

● 平成18年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について ……………………………………認定（全会一致）

【議員提出議案（7件）】
● 国際園芸博覧会の多摩地域での開催に関する意見書 …………………………………………可決（賛成多数）

● 割賦販売法の抜本的改正に関する意見書 ………………………………………………………可決（全会一致）

● 私立小・中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書 …………………………………可決（全会一致）

● 公団住宅居住者の居住の安定に係る意見書 ……………………………………………………可決（全会一致）

● 都市農地保全に関する意見書 ……………………………………………………………………可決（全会一致）

● インターネットを利用した選挙運動の解禁を求める意見書 …………………………………可決（全会一致）

● 高齢者の医療の確保に関する法律の適切な運用を求める意見書 ……………………………可決（全会一致）

●規　　格 ：六つ切（紙焼き）、カラー。二重応募（他
のコンテスト等に応募した作品の応募）
は禁じ、未発表・未公開のオリジナル作
品に限ります。写真は編集上、トリミン
グすることがあります。また、応募され
た作品は、返却いたしませんのでご了承
ください。

●内　　容 ：武蔵野市内の風景（明らかに人物を特定でき
る場合は、ご本人の了承を得てください。）

●審　　査 ：議会広報委員会が審査します。
●発　　表 ：採用された作品は、平成20年2月1日発

行の市議会だよりに掲載します。
※賞品等はありませんのでご了承ください。

●著 作 権 ：作品の著作権は製作者本人に帰属します。
ただし、6カ月間、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件と
いたします。

●期　　限 ：12月7日（金）当日消印有効
●添付書類 ：撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年

月日・撮影場所・作品名を写真裏面に記
載し、郵送にてご応募ください。なお、
採用された場合、後日作品のコメントを
いただくことがあります。

●宛　　先 ：〒180-8777 武蔵野市緑町2-2-28
武蔵野市議会事務局　市議会だより係

●問い合せ：40422-60-1883
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第3回定例会で可決された意見書は7件で、
政府及び東京都などへ提出されました。
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府
・
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へ
の

見
書

意

古紙配合率70％再生紙を使用しています 

１面写真募集要領　 次回の締切12月7日

TEL 0422-60-1883　　メールアドレス ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ http://www.city.musashino.lg.jp/cms/gikai/

議　会 
事務局 

会派名簿 
会派とは、市政について、同じような考えや意見を持っている議員のグループで、議会活動の1つの基盤となります。 

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。 

議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページなどで確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。 

自由民主クラブ　460-1884
やすえ　清 治　　　きくち　太 郎　　　島 崎　義 司 
近 藤　和 義　　　田 中　節 男　　　井 口　良 美 
石 井　一 徳　　　 

民主党・無所属クラブ　460-1889
内 山　さとこ　　　川 名　ゆうじ　　　深 田　貴美子 
松 本　清 治　　　露 木　正 司　　　深 沢　達 也 

市議会 市民クラブ　460-1885
桑 津　昇太郎　　　土 屋　美恵子　　　寺 山　光一郎 
与 座　　 武　　　 

市議会公明党　460-1887
落 合　勝 利　　　小 野　正 二　　　田 辺　あき子 

日本共産党武蔵野市議団　460-1888
橋 本　しげき　　　梶 　　雅 子 

市民の党　460-1890
山 本　あつし　　　斉 藤 シンイチ 

無会派議員（第7控室）　460-1886
桜 井　和 実　 

無会派議員（第8控室）　460-1909
砂 川　なおみ 

議会だよりへの 
御意見、御要望を
お聞かせ下さい。 

武蔵野市民防災協会では、市民の皆さんの防災対策を支援するた
めに、各種防災用品を展示販売しています。移転前は、防災用品の
展示のみで、カタログによるあっせんを行っていましたが、その場
ですぐに購入したいという要望にこたえ、現在は非常食品や簡易ト
イレなどを中心に直接販売も行っています。平成22年度からすべて
の住宅への設置が義務付けられる「住宅用火災警報器」も販売して
います。お気軽にお立寄りください。

電話 60-1926

With you
Vol.12

武蔵野市民防災協会
～市役所西棟1階に移転しました～
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す
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武蔵野市ホームページから → 市議会 → インターネット中継 の順にクリックしてください。

インターネット議会中継をご覧いただけます

http://www.musashino-city.stream.jfit.co.jp/

インターネット議会中継ホームページにアクセスする手順

インターネット議会
中継ホームページ


